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Construction of the Philosophical Wisdom









































































































































































● ● ● ● ● ●
「けだし、驚異すること(Gav〟aJeLv)によって人間は、今日でもそうであるが、
● ● ● ● ● ●
あの最初の場合にもあのように、知恵を愛求し〔哲学し〕始めたのである。ただし
その初めには、ごく見近の不思議な事柄に驚異の念をいだき、それから次第に少し









































































































































述的な知り方は、与えられたものだけを知る「所与からの認識」 (cognitio ex da-
tis)であり、また理性的な知り方は、知識を根拠や根源から知ろうとする「原理から
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